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特別損失の発生に関するお知らせ 

 

平成 22 年 3 月期決算において、下記のとおり特別損失を計上する見込みとなりましたので、お知ら

せいたします。 

 

記 
 
１．事業構造改革費用の計上 

当社は、２０１１年度以降の持続的成長に向けた基盤を整備するため、事業構造改革に着手するこ

とを決定しました。 

これにより事業構造改革費用として平成 22 年３月期個別決算において３３０億円程度、連結決算に

おいて３４０億円程度の特別損失を計上する予定です。 

なお、事業構造改革に関する内容につきましては、「中期経営計画の修正および事業構造改革に関す

るお知らせ ～２０１１年度以降の持続的成長へ向けた基盤を整備～」を本日公表しております。 

 

２．貸倒引当金繰入額（特別損失）の計上 

 当社の関係会社等の財政状態を精査し、債権の回収可能性について保守的に判定した結果、個別決

算において、主に連結子会社への貸付金などに対して貸倒引当金繰入額６５億円を計上する予定です。 

 なお、連結決算において損失の大半が相殺消去されますので、連結業績への影響は僅少です。 

 

３．投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の計上 

当社が保有する投資有価証券及び関係会社株式のうち、時価が簿価に比べて著しく下落し、その回

復が困難であると認められたものについて、平成 22 年３月期決算において減損処理による投資有価証

券評価損及び関係会社株式評価損を計上する見込みです。 

 

平成 22 年３月期の投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の総額（概算） 

 連結 個別 

(Ａ)平成 22 年３月期第４四半期会計期間（平成２２年１月１日か

ら平成２２年３月３１日まで）の投資有価証券評価損及び関係

会社株式評価損の総額 

0 億円  56 億円

(イ)平成２２年３月期（平成２１年４月１日から平成２２年

３月３１日まで）の投資有価証券評価損及び関係会社株

式評価損の総額 

4 億円 59 億円

 
(ロ)直前四半期（平成２２年３月期第３四半期）累計期間（平

成２１年４月１日から平成２１年１２月３１日まで）の

投資有価証券評価損及び関係会社株式評価損の総額 

3 億円 2 億円

     ※当社の決算期末は、3月 31 日です。 

※四半期における有価証券の評価方法は洗替え方式を採用しております。 

 



 

 

 

 ○純資産額･経常利益額･当期純利益額に対する割合 

 連結 個別 

（Ｂ）平成 21 年３月期末の純資産の額 2,200 億円 1,449 億円

（Ａ／Ｂ×１００） 0.0％ 4.0％ 

（イ／Ｂ×１００） 0.2％ 4.1％

（Ｃ）最近 5事業年度の経常利益平均額（注）  395 億円 138 億円

（Ａ／Ｃ×１００） 0.2％ 41.2％ 

（イ／Ｃ×１００） 1.1％ 43.1％

（Ｄ）最近 5事業年度の当期純利益の平均額（注） 136 億円 23 億円

（Ａ／Ｄ×１００） 0.7％ 245.7％   

（イ／Ｄ×１００） 3.1％ 257.6％

（注）平成 21 年３月期の経常利益及び当期純利益が 10 億円未満のため、最近 5事業年度

の経常利益及び当期純利益の平均額（赤字の事業年度については赤字額の大きさを問

わず０として平均を計算）を記載しております。 

  

４．今後の見通し 

 本日、連結決算及び個別決算の通期業績予想につきまして修正しております。 

 

以 上 


